
令
和
元
年
六
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

三

〇

六

号

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
で
議
論
さ
れ
る
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
と
国
立
病
院
機
構
の
使
命
に
関
す
る
質

問
主
意
書

提

出

者

柚

木

道

義
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中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
で
議
論
さ
れ
る
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
と
国
立
病
院
機
構
の
使
命
に
関
す
る
質

問
主
意
書

政
府
は
、
薬
剤
費
抑
制
の
観
点
か
ら
「
フ
ァ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
採
用
医
薬
品
リ
ス
ト
を
医
療
機
関
が
具
備
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
と
聞
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
年
）
十
一
月
一
日
の
中
央
社

会
保
険
医
療
協
議
会
（
以
下
、
「
中
医
協
」
と
い
う
。
）
総
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
三
百
二
十
一
の
病
院
に
対
し

て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
引
用
さ
れ
、
全
体
の
わ
ず
か
三
・
四
％
し
か
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
を
定
め
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
政
府
の
考
え
る
「
患
者
に
対
し
て
最
も
有
効
で
経
済
的
な
医
薬
品
の
使
用
に
お
け
る
方

針
」
と
な
る
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
の
知
名
度
は
医
療
関
係
者
の
間
で
十
分
な
も
の
で
な
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
認

知
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
医
協
で
は
、
再
三
に
わ
た
り
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
の
導
入
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ

れ
、
昨
今
で
は
、
二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）
に
予
定
さ
れ
る
診
療
報
酬
・
調
剤
報
酬
改
定
の
検
討
事
項
と
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
先
の
調
査
結
果
で
明
ら
か
の
よ
う
に
、
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
の
導
入
が
全
国
的
に
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
現
状

に
あ
っ
て
は
、
ま
ず
は
、
政
府
の
考
え
る
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
の
具
体
的
な
形
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
に
あ
っ
て
は
、
国
立
病
院
機
構
が
率
先
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
採
用
を
進
め
る
な
ど
し

一



て
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
推
進
」
を
国
民
に
見
え
る
形
で
推
進
し
て
き
た
と
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
の
導
入
に
あ
っ
て
は
、
国
立
病
院
機
構
で
す
ら
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
が
導

入
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）
の
診
療
報
酬
・
調
剤
報
酬
改
定
に
お
い
て
拙
速
に
議
論
す

る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
断
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
下
、
政
府
の
見
解
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

病
院
ご
と
に
策
定
す
る
院
内
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
国
立
病
院
機
構
な
ど
公
的
病
院
が
率
先
し
て
導

入
し
、
患
者
に
対
し
て
も
っ
と
も
有
効
で
経
済
的
な
医
薬
品
の
リ
ス
ト
で
あ
る
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
の
院
内
策
定
の
手
引
き

な
ど
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
如
何
。

二

あ
る
い
は
、
国
立
病
院
機
構
に
あ
っ
て
も
院
内
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
を
策
定
で
き
な
い
具
体
的
な
要
因
が
あ
る
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

中
医
協
の
議
論
で
は
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
の
適
応
範
囲
を
拡
大
し
た
「
地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
」
と
い
う
も
の
も
議

論
の
俎
上
に
あ
が
っ
て
い
る
と
聞
く
。
地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
は
、
病
院
各
個
の
経
済
的
独
立
及
び
治
療
方
針
に
対
す
る

裁
量
権
の
下
で
決
定
す
る
も
の
と
は
異
な
り
、
適
応
さ
れ
る
範
囲
も
大
き
く
地
域
内
の
合
意
形
成
は
簡
単
な
も
の
で
は
な
い

と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
政
府
の
見
解
を
問
う
が
、
政
府
は
、
こ
の
地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
な
る
医
薬
品
リ
ス

二



ト
を
地
域
に
お
い
て
は
誰
に
策
定
さ
せ
る
つ
も
り
で
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

あ
る
い
は
、
こ
の
地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー
な
る
も
の
は
、
保
険
者
が
中
心
と
な
っ
て
策
定
し
、
当
該
保
険
者
に
加
入
す

る
被
保
険
者
が
医
療
を
受
給
し
た
際
に
使
用
で
き
る
薬
剤
を
限
定
さ
せ
る
リ
ス
ト
と
考
え
て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
の
か

政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


